
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表
岡山県　津山市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

205.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Bd2 103,954 506.33

－

- 該当数値なし 31.94 87.83 3,387 32,950 10.77 3,059.42 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本市の下水道は、平成3年に供用開始し、約25年
が経過するが、普及率は類似他都市と比較すると低
い状況にある。要因の一つには、早い時期に整備を
行った市街地等から郊外の未整備区域への人口移動
等が挙げられる。
　処理場の処理能力は、当初の計画に合わせている
ため、処理能力に余裕はあるが、非効率な状況。建
設に要した企業債の償還金及び施設の維持管理費が
大きな負担となっている。
　平成２７年１０月に使用料改定を実施したことで
県下では高い料金水準にあり今後の大幅な増収は困
難と思われるが、平成３０年４月から公営企業会計
一部法適用することもあり使用料改定の適否を検討
予定である。
　グラフ①収益的収支比率の平成２４年度からの落
ち込みは、下水道整備に要した借入金の償還金の増
加が要因。既借入起債分の償還金額は平成28年度に
ピークを迎え、その後は減少するが、現在も幹線工
事等を行っており、新規借入分を含めると、平成34
年ごろまで増加する見通し。
　グラフ④の比率が示す通り、本市の料金収入規模
では、過剰投資の状態にある。
　本事業は２つの処理場を有しており、維持管理費
の1/2は、その運転管理委託料が占める。これらの
経費は、処理水量の多少に関わらず固定であり、汚
水処理原価を押し上げる要因となっている。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　管渠については、更新時期に至っておらず問題な
い。
　津山浄化センターは、平成24年度に策定した長寿
命化計画に沿って改築更新を行っている。
　平成14年に供用開始した勝北浄化センターについ
ては、平成30年度に長寿命化計画を策定予定であ
り、その後は順次更新を行う。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

全体総括

　津山市の公共下水道の普及率は、平成27年度末で
34.6％と低い数値であり、下水道計画区域全体を整
備するのに、あと４０年かかる予定である。
　人口減少の課題は、有収水量の低下に直結し経営
を圧迫するため、都市計画課が担当する「立地適正
化計画」との整合を図った事業計画の見直しが必要
となる。
　今後は、計画区域の縮小、既存施設の維持管理、
整備済区域での水洗化率向上が課題となる。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【763.62】 

【94.73】 【60.01】 【139.70】 【98.53】 

    【0.23】 

該当数値なし 該当数値なし 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　平成30年4月から企業会計一部法適用となり経営
状況についてより鮮明になる予定だが、当事業のよ
うに規模の小さい処理区では、特に固定費の負担が
重く、経費回収率、汚水処理原価は公共下水道事業
以上に厳しい状態にある。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　管渠については問題ないが、平成14年度に供用開
始した加茂町浄化センターは、平成30年度に長寿命
化計画を策定予定であり、その後は順次、改築更新
を行っていく。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　旧加茂町において事業を平成14年度から実施し、
平成26年度に計画区域を変更（拡大）。管渠の整備
については、平成31年度に完了予定。
　計画区域内人口3,360人に対して、平成27年度末
で1,860人が下水道を利用している。平成23年度末
は1,744人と5年間で利用人口は増加しているが、利
用者の高齢化、節水型設備の普及等により、有収水
量は微減傾向にある。
　下水道使用料は、平成17年度の市町村合併後、公
共下水道事業と同じ料金体系とし、平成24年4月1日
の料金改定直後は増収したが、有収水量が減少した
影響で、平成27年度の使用料収入は減収、収支比率
も微減となった。この傾向は、今後も続くと予想さ
れる。
　汚水処理費の内訳は、処理水量の増減に無関係の
固定費（運転管理委託料等）と、処理水量で変動す
る費用（動力費等）に大別されるが、そのうち７割
が固定費となっている。
　「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 2.61 105.32 3,387 2,689 1.06 2,536.79 【】

205.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D3 103,954 506.33

経営比較分析表
岡山県　津山市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【1,457.06】 

【81.28】 【40.31】 【250.25】 【64.73】 

    【0.10】 

該当数値なし 該当数値なし 

該当数値なし 該当数値なし 



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

 管渠の建設はすでに完了し、企業債未償還金額は
年々減少しており、収益、費用ともに、過去５年
間、金額、内訳に大きな変動はなく、経営状態は良
くはないが、安定している。
　平成31年度から処理場の更新改修を計画している
ため、新たな費用が発生する。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　
　阿波処理区は平成10年から、また加茂処理区はそ
れぞれ平成11年から平成21年にかけて供用開始して
いるが、管渠については問題ない。
　処理場については、機能強化対策として平成31年
度より順次、改築更新に着手予定である。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　阿波１処理区と加茂５処理区の計６処理区があ
り、各処理区に処理場を有している。また、地形的
に自然流下で汚水を処理場まで流すことが難しく、
汚水を下流まで流すためのマンホールポンプが多数
存在する。そのため、維持管理費が掛かり、営業収
益のみで維持管理費を賄うことは困難である。
　農業集落排水施設利用料は公共下水道使用料と統
一している。区域内人口が少ないため、その収益
は、汚水処理費の1/3程度。水洗化率も数年横ばい
のため、増収見込みはない。汚水処理費の2/3は、
維持管理費（動力費、施設管理等委託料）であり、
現時点では、当費用の縮減は厳しく、経費回収率を
好転させる見込みは立っていない。
 ⑥の汚水処理原価は、類似団体平均値が示す通り
公共下水道事業に比べ高くなるが、その中でも本市
が突出しているのは、処理場数、マンホールポンプ
設置数が多いがゆえに、維持管理費が高額となって
いるからである。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 1.60 88.19 3,387 1,651 0.52 3,175.00 【】

205.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 103,954 506.33

経営比較分析表
岡山県　津山市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 30.25 34.96 36.53 32.67 34.85

平均値 42.13 42.48 50.90 50.82 52.19

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 550.95 520.67 508.18 578.50 555.28

平均値 348.41 343.80 293.27 300.52 296.14

40.00

42.00

44.00

46.00

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 44.88 45.69 45.82 45.15 45.55

平均値 46.85 46.06 53.78 53.24 52.31

66.00

68.00

70.00

72.00

74.00

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 83.00 83.38 83.47 83.54 84.74

平均値 73.78 72.99 84.06 84.07 84.32

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【1,015.77】 

【84.50】 【52.74】 【289.81】 【52.78】 

    【0.03】 

該当数値なし 該当数値なし 

該当数値なし 該当数値なし 
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